
ボランテイアと
地域活動の情報満載。
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今年の夏休みはいかがでしたか。

楽 しい思い出ができたのも、よく考えてみると

ボランティアさんのおかげ、

という方もいるのではないでしょうか。

以前ボラナビでご紹介 した団体さんの、

夏休み中の活動を見てきました。
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●夏休み中の子どもたちに会えるかな、と新生

児童会館にうかがいました.、 夕方、プレイルー

ムでは20人 ほどの小学生たちが、元気に遊んで

いました。私に「お姉さん、先生 ?(ボ ランテ
ィアさんのこと)」 と聞いてくる子もいて、ボ

ランティアさんを心待ちにしている様子が伝わ

ってきました。

児童会館は札幌市内に106館 あり、小
。中学生、

高校生までが誰でも自由に遊べます。子どもに

とって、お友達やお兄さんお姉さんと遊べる会

館はとても楽 しみな場所ですЭ

去年、ボラナヒに「冬休み中、新生児童会館の

子どもたちと遊んでくれるお兄さんお姉さんの

ボ集」を掲載しました。それを見て来てくれた

学生さんの中に、冬体み後も継続している方が

います。

安藤良子さんは医療大学に通う学生さんです(,「子

どもが好きなのでこのボランティアを始めました。

学校の用事などで忙 しいときには休 ませてもら

っていますが たいてい週一回来ています。将

子どもたちは、コム飛びをしたリピアノを弾いて遊んでいました

*関心のある方は、新生児童会館 (東 区北8条

東7丁 目 新生公園内 T巨 L011-711-1339)ま
でどうぞ。
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来は子どもに関係する仕事に就きたいです」と

おっしゃっていました。

ここに子どもが通うお母さんの「子どもにはい

ろいろな人と接 してほしし`。学生さんは大歓迎

です」という、お墨付きもあります。ボランテ

ィアさんたち、これからもがんばって下さいね。
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上段の写真は全て、7月 31日 に南区真詢内で行われた
「真駒内川にきわいフ■:ス タ」のこともたちの様子です _
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●7月 末、ホタルの鑑賞会が開かれると聞き、行

ってみました。主催 は、ボラナビ6号に掲載いた

だいた「西区ホタルの会」です。会場の清流会

館グラン ド下 (西区福井)に 、夜の8時、500人
の親子連れや子 どもたちが集まってきました。

い くつかのグループに分かれ、ホタルを探 しに

行きま した、 ら、すぐに見つかりました。あっ

ちにもこっちにも、ホタルが青白く光っています。

初めて見たという人が多く歓声も上がりましたが、

その後は静かに、みんなでホタルを見つめました。

この 日光 っていたホタルは100匹 ぐらいだそう
です。「音のようにホタルのいる町になって欲
しいというのが私たちの願いです。ヘイケボタ

ι D幼虫を15人 の飼育会員が昨年から各家庭で
詢育し、今年6月 に放流しました」 (同会事務局
の小島さん)。

*生態系を壊さずにホタルを呼び戻
したいという西区ホタルの会の活動
はこれからも続きます。
関心のある方は、

西区ホタルの会事務局

(丁巨L011-665-7565)ま でどうぞ.

3

拓北高校理科研究部の学生さんが、ホタルの説明をしてくれました。

しばしホタルに見とれました。

これがヘイケボタルです。
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ここに掲載されている各情

報は、日時、場所なとが変

更になることがありますの

で、事前に各連絡先まで確

認してください。
0「

つ
イラスト:タ ケダミヲ

レインボービック99(第37回札幌市特殊学級合同体育大会)● ●

●内容 :札幌市内の小中学校64校の特殊学級

で学ぶ子どもたち約780人が、のびのびと競

技をする、全目的にも歴史のある、大きな規

模の体育大会です。この大会の運営をお手伝

いいただくボランテイアをボ集します。秋の

青空のもと、子どもたちとともに、さわやか

な気持ちの良い汗を流しませんかc

●日時 :9月 9日 (本 ,8:00～ 15i30
(雨天の場合は10日 )

●場所 :円 山競技場 (中 央IX宮 ヶ丘3)

地 |ヽ

‐
鉄円||1公 1市1駅徒歩20分で,

●申し込み :911と 1011の 画 ||II∫能な方、お

願いします。ボ集人数は 10名です。住所、氏

名、性別、年齢、所属、連絡先電話番号 とと

もに、電話かFAXでお申し込み下さい。電話
は26、  27、  30日 の13:00～ 16:00に 、FAXは
30日 までにお願い します。定員になり次第締

め切 らせていただきます。些細ですが、お礼

に図書券 1,000円分をお渡 しします。

●申込先 :札幌市特殊教育研究連盟事務局

(札幌市立東栄中学校内)

TEL:011-781-6517
FAX:011-783-8136

担当・水吐

クリ―ンアツプ石狩新港浜に参加しませんか?

●内容 :石狩新港浜で一緒にゴミ拾いをしま

せんか。砂像コンクール (き れいになった砂

浜で砂の彫刻展開催りや、宝探 しゲ
~ム 1砂

の中にはたくさんの宝物がか くされていま

す )、 楽しいア トラクンヨンも企画していま

す.参加は無十1です()現地集合ですので、ど
うぞお:llに し |ヽ

‐
さい。どなたでも参加可能です,

●日時 :9月 511(||110:00開 始 1雨 入決行

●場所 :石 狩新港浜

●持ち物 :軍 千等ゴミ拾いに便利な道具、弁

:111お でん、飲利のサービスは有 |)ま す I

●主催 :浜辺と海をきれいにする会

●問い合わせ :和 円法律事務所

TEL011-281-0909 FAX011-271-4336
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お料理ボラ ボ集

●内容 :ホ ランティアグループ「ニュートリ・

ケア」は、毎週土曜と日曜、在宅で生活してい

る高齢者や障害を持っている人に、お弁当の宅

配十一―ビスを実施しています。i調理をお手伝い

して |ヽiる ノ」をボ集しています_
●日時 :土曜と|1曜の、11食は9:00ヽ 11:30
、夕食は13:∞ヽ15:301昼食と夕食のどちら
かでも構いません.ま た、月1回 の参加も可能
です |

●活動場所 :束区伏占8条 2」
‐
|124

●申し込み :東区社会福祉協議会
TEL 011-741-614()

0

ノ
Ｅ
ｌ

を作っていただいています。とてr,.l o
。主婦や、将来、栄養士を目指

さんの多いグループです。でも料

ない人も大丈夫。調理を手伝って、

のコツをぬすんではいかが ?おい しし

☆ボラナビスタッフより
ニュートリケアさんに、いつも「ボラナビの集

もおいし

している

理が得意

福祉のサークル仲間ボ集
Let′s円山からのボ集

枠記二つとも

●会場 :勤労青少年ホーム、レッツ円

|||(中 央区北8条西24丁
「1 地 |ヽ

‐
鉄 「三

|‐四軒」 |ヽ

¬に 徒歩5分 )

勤労青少年ホームとは、札幌市に勤務

している15ヽ 29歳 までの働 く青年たち
l専 門学校生も含む1が使える、札 |]是
市の施設です .

●問い合わせ先 :レ ノツ円山
TEL011-631-7647

●内容 :点字の基礎「あいうえお」など簡単なも
のを練 iル|し たり、 クイスをまじえながら楽 しく学
べます.,iilt座の後は、お菓 1■ を1川んで、交流も・・■_
いずれは盲人の方々と文通や交流をしたいと思っ

ています.関心のある方、参加してみませんか ?

●日程 :9月 22日 ヽ10月 13Hま での

毎週水1曜 19:()0ヽ 21:00(全 4口 |

●受講料 :20()01111講 師i謝礼・点字用紙代など)

●申し込み :9月 13日 18:30以 降、名前と連絡先と
ともに電話でお中し込み下さい.定員は15人です。

●内容 :「ふくしMix」 は、勤労者・学生さん

などの若い人々が集まって、 “ふくし"をベー
スコンセプトとした、楽しい仲間つくりのサー

クルです。今は、占切手などを収集し、集まっ

たものを収集団体に寄付するという、パイブ役

的な活動をおこなっています.ま たこれからは、
全ての人が ―緒に楽しめるイベントなどをおこ

なったり、施設などに行ったりするポランティ

ア活動もしたいと思っていますっ福祉に興味が

ある人、ボランテイアを始めたいと思っている

人、ただ単に、一緒に活動したい人、私たちと
‐緒に何か新しいことを始めませんか(,お待ち

しています。見学だけでも構いません.

●日時 :毎週水曜日
":∞
～22:∞

●備考 :無料です。
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秋の点字講座『さ、そろそろ点字かな?』 受講者ボ集
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バザーのお手伝いをして下さる方ボ集
ヨ
■
日

′

′

●内容 :「チェルノブイリヘのかけはし」
は、チェルノブイリ原発事故で被災した、ベ

ラルーシ共和国の子どもたちを日本の家庭で

保養させる里親運動をしている市民ボランテ

イア団体です。この夏も、北海道に44人の子

どもたちが来ています。その保養の費用捻出

のため、本年度、もう一度バザーを計画しま

した。衣類が中心です。バザーの準備と荷物

運び、当日の売 り子、片づけを手伝って下さ

るバザーボランテイアさんと、電話番や事務

処理を手伝って下さる事務所サポートスタツ

フをボ集しています。どうぞよろしくお願い

します。

●内容 :10月 7日 まで続 く、ダンス・ウイーク

スの制作サポートボランテイア (20才以上の

方)を ボ集しています。意欲あるダンサーや

若きコリオグラフアー (振 り付け家)に作品を

発表してもらい、それをひとつの企画にまと

めることで、個々のエネルギーを集結し、社

会へのフイードバックを図りたいと考えてい

ます。私たちのステージ、コンカリーニヨは、

48坪 (10m× 14m× 高さ4m)の大きくはな
いスペースで、運営体としても小さなもので

すが、だからこそできる刺激的でタイムリー

な企画をおこなっていきたいと考えています。

ボランティアの方にお手伝いいただく内容

は、舞台設営、おもしろいことを考える、自

主企画の制作 (受付とかチラシまきなど)、
コンカリーニョの掃除などです。

去年も実施し、札幌市内を始め、道外のダ

●バザーの日時 :9月 12日 |1日 |

11 : 00´ -ヽ15 : 00

●バザーの場所 :社会福祉総合センター4階

大研修室 (人通西 191‐ ||

<地 |ヽ

~鉄
「西18丁 目」駅下車>

●主催 :チ ェルノブイリヘのか |十 1ま し

おいでおいでバザー実行委員会

TEL/FAX011-511-3680
(中央区南 17条西7丁 目1-17

ホームベ~ン

http:〃 www.asahi_net.or.jprzi2s― nr

ンス関係者からも様々なご意見やアプローチ

をいただき、予想以上の反響に驚きました。

これからも毎年行うことで、観客層が薄いと

いわれるダンス鑑賞者の幅を広げ、一般観客

のダンスヘの理解、ひいては、舞台芸術への

関心度のアップを図りたいと考えています。

どうぞよろしくお願
いします。

●問い合わせ。主催 :

Dancc Wccks 1999実行
委員会・コンカ lリ ーニョ

TEL/FAX
011-615-4859

(西 区八軒 1条西 1丁 目2-1)

舞台が好きな人、大歓迎 !

病院 コ福祉施設委託給食

福祉機器・介護用品・医療機器の販売

TEL(011)814-8501

TEL(0126)23-7143

TEL(0144)68-7070

6
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 本社/札幌市白石区中央2条 3丁 目4-10

株 式 会 社  ^ノ L 岩見沢支店/岩見沢市大和3条4丁 目
新規事業推進部 苫小牧支店/苫小牧市美原町3丁目19-28
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こ れ か ら 高 齢 化 社 会 を サ ― ト



「人間つて素晴らしい !」 をコンセプトにした
市民活動団体の仲間ボ集

●内容 :人 と人とのコミュニケーションの輪
を広げる「プレイバックシアター」を基に、
地域社会や福祉の現場で活動を展開していま
す。「プレイバッグシアター」とは、参加者
が自ら体験 した出来事を語 り、その語 り(ス
トーリー)を 基に、「その出来事」をその場
で演じ、語り手へ送る独創的な即興演劇です。
経験はいりません。一緒に活動する仲間を広
くボ集しています。

なお、9月 15日 (水・祝日)13:15～ 17:00
に、クリスチャンセンター (北区北7条西6丁
目)207号で、「ブレイバックシアター体験会」
を行います=関心のある方ならどなたでも参
加できます_参加費は1000円 です。前日ま
でにT匡 Lか FAXで お申し込み下さい。

●問い合わせ先 :ハ ー トフルの会
担当・林

TEL′TAX 011-753-2044
1留守番電話の際にはこちらから連絡 します)

イベント当日スタッフ ボ集

●内容 :レ ッドリボンさっぽろは、エイズ患
者、感染者PWA/1-I(People witll ADsだ Ⅳの略)
のサポー トを行っているグループです。エイ
ズで亡 くなった人々を追悼 し、エイズと闘っ
ている人々への支援を表明するイベント、エ

イズ 。メモリアル・キャンドルライトを開催
します。
世界各地では毎年5月 の第3日 曜日に開かれ
ているもので (札幌は寒いので時期をずらし
ています)、 PWA/Hへの差別・偏見を取 り
除くために正しい知識や情報を伝え、エイズ
という病気について皆さんと一緒に考えられ
たらと思っています。
当日は、フリーマーケット、DJエ リー司
会でのダンスパフォーマンス、サポート記録
「クリス・アザー・ストーリー」の朗読、キ
ャンドルサービスを行う予定です。

当日のイベントを手伝ってくれるボランテ
イアスタッフをボ集しています。ごく簡単な
研修 (エ イズの基礎知識、会場での留意点な
ど)も あります。研修日と時間などは相談に
応 じますので、どしどしご連絡下さい。

●日時 :9月 51111117:00ヽ 21:001イ ベ
ント自体は9:00ヽ 20:00です イベ /卜 も
ぜひ見に来て |° さい 1

●会場 :人通西1丁 ロテレビ塔下「自由空間」
●連絡先 :レ ッドリボンさっぼろ
TEL/FへX 011-812-1222(担当 金子・押切)

許

ゞ
よ

量 ||

計
ゝ.
“
，

〓
ヽ

・導　
鹸

鮮
，眩

．蛾

雹

7

″     .  I.

畿‐,キ
だ

が韓澪
●



ボランティア日本語教室の講師ボ集

●内容 :94年に設立した、来日している方に

日本語を教えているボランティアのグループ
「N・ R・ S・ 日本語の会」です。韓国、ロシ

ア、タイ、中国、アメリカ、キューバ、ニュ

ージーランド、スコットランドなど10数 力国
の方々が日本語を勉強しています。現在、講

師をボ集していまして、過去に日本語指導の

経験があるか、語学学校などの日本語教師養

成課程で学んだことのある女性の方にお願い

したいと思います。レベル別のテキストを使
った授業形式です。現在、講師は15人で、8
～12月 は、日本語能力試験に向けて対応中で

す
=〕

どうぞよろしくお願いします

●場所 :かでる2・ 7(中央区北2条西7「 ロリ
●日時 :毎週火曜と木曜の10:00～ 12:00。
どちらかを確実に来られる方 3

●問い合わせ先 :N・ R・ S'日 本語の会
TEL 011-731-3993  7ト

レ1メ七4

鴛 の

U し

し

/

,Tザ寡ィ±1」 1ヽ11。
ヽ

●内容 :札作連 (札幌市小規模作業所連
絡協議会)の東地区で、各作業所利用者 (知
的、身体、精神障害を持つ方々)が参加
するバーベキューを企画しています。そ

の際、お手伝いをしてくれるボランテイ

アの方をボ集しています。
みんなで楽しくおいしいものを食べませ

んか ?

●日時 :9月 22日 (水 )
11:00～ 14:00く らい

●場所 :サ ッポロさとらんど

(東区丘珠町584-2 TEL 011-787-0223)

●連絡先 :共同作業所 ヨベル
担当・常盤野 (と きわの |

TEL/FAX 011-865-2818
c―mail CYB02150@nl量 y.nc」p
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大工さんボラ ボ集

●内容 :倶知安で、比羅夫小学校の廃屋を

利用し、都会の子供たちのために、川遊び

や自然とふれあう遊び、原始的な生活の体

験 (火おこし、自給白足など)の体験学習
を行っていますが、この度、古い農家の廃

材等を使って、敷地内に新しく「冒険小屋」

を建てる予定です。この小屋の制作ボラン

ティアをボ集.内容は人 [:仕事ですが、い
ろいろな作業がありますので、女性も大歓迎。
ほぼ毎週末、制作を行っていますが、これ

からは平日も作業を行う予定なので、都合
のいい |-1を連絡してくださいっ

●期間 :現在から」||が降るまでの間、随時

●場所 :虻田部供知安町比羅夫 145-2
●連絡先 :宿泊施設「冒険家族」

阿南 (あ なん)
・
「 E)lン :()136-22-3759

田

バーベキューのお手伝い
「
ｄ
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落ち葉で遊ぼう !1.2日 3日
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●内容 :私たちアルテピァ (社団法人 北海道美術館協力会)では、
北海道立美術館などのサポー トとして、 ミュ‐―ジァムシヨップの
経営や、これくしょん 。ぎゃらりいの作品解説、出張美術講座など、
広い範囲で活動 しています。その中のひとつとして、子どもたち
`を 対象に、屋外で自然と戯れながら美術創作に親 しむ機会も提供
蝿`レしています。5回 目を迎えます今年は、道立近代美術館の庭で、落
ち葉や木の葉を集め、「木の葉のランプ」や「壁飾り」「写真立て」
などを子どもたちと一緒に作ろうという企画を考えましたc親子
で秋の一日を楽しみませんか ?
●日時 :10月 17日 (日 )10:00～ 14:30
●場所 :北海道立近代美術館の庭、造形室、映像室 1中央区北 1条西 17丁 11)
●募集人数 :小学生 (家族も参加 |」

‐
:低学年は保護者^同伴でお願いします)loo人程度.無洲 .

●参加方法 :往復ハガキで申し込んで ドさい。住所、氏名 |ふ りがな)、 学校名、学年、電話番私
保護者氏名、参加人数、ギヤラリーツアーにも参加されるかどうかを明記して下さいc締め切りは、
9月 27日 11月 )です.先着順に決定し、参加可否はハガキで通知しますc
●申込先 :社 団法人 北海道美術館協力会「青空教室Part V」 係

|〒 060-0002 111央 区北2条 西17」
^||)

●持参するもの :画材 |ボ スカ、カラーサインペンなど色づけできるもの)、 はさみ、カ ソター
ナイフ、接着剤 (の り、ボンド、セロテープなど,、 筆記用具、懐中電灯 (落ち葉のランプを作るときに使用、家庭で使っているもの)、 昼食、飲み物、おしぼり、敷物、参加決定のハガキ
●主催と問い合わせ :ア ルテビア TEL 011-644-4025
●後援 :北海道↓1近代美術館
●ギヤラリーツアーとは :道立近代美術館の常設展示 |こ れくしょんぎゃらりい)を 解説つきでこ覧になれます。肯空教室終了後、14:30よ り解説をいたします。料金は、個人250円、10人以ヽ` 上 |こ なると、団体で 1人 200円です 165歳以上と高校生以下の方は無料です)。 10月 17日 までは「岩千ケt遠展」を開催しています .

0

●

地球市民講座「タイを知るセミナー」

●内容 :タ イと日本の生活、文化、人々の違いを比較 し、異文化について理解を深めます。サブ
タイ トルは<私の異文化―タイ人が見た日本、日本人が見たタイ>です。講師は、沢本シリポーンさん (タ イランドクラブ)と 伊藤早苗 さん (ア ジアの子 どもの会)です。興味のある方、いらし
て下さい。

●日時 :9月 1811(L)10:30ヽ 12:30
●場所 :札幌国際プラザ5階 コンベンンヨンホール (中央区北 1条西3丁 目札 II是MNビ ル)
●定員 :80人。無料。
●申し込み・問い合わせ先 :札幌国際プラザ市民交流課 TEL 011-21卜 2105

1月 ヽ金 9:00ヽ 17:30)
●共催 :ア ジアの子どもの会
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災害救助犬が札幌市総合防災訓練に参加します

●内容 :阪神・淡路人震災では、海外の救助人グループが活躍しました,し かし、 |1本に到着し

てから実際の活動までには、検投などンステム上の |‖‖越からずいぶん時間がかかりまし
た=そ こ

で社団法人災害救助大 1務会北海道では、 |1本に救助大のシステムを構築し、多く
の方々にこのレ

ステムを知ってぃただきたぃと思っています(,札幌市総合防災訓練に参加すること|こ な
|)ま した

ので、救助大の訓練をぜひご覧下さい。多くの方のおいでをお待ちして
います。

●日時 19月 1日 (水)9:oo～ 11:00/札幌市総合防災訓練 (救助大の参加は9:20ヽ 9:40

●場所 :中央区大通西1丁 目 市民会館前
●問い合わせ :社団法人 災害救助大協会北海道 TEL 011-532-5411

コンベンション市民セミナー「太陽光発電」

●内容 :地球に優しいクリーンエィ、ルギー

'原

として注目される太陽光発電を紹

介します。①親と子の工作教室「太陽電池で動く模型自動車組立」②講習会
「初

めての太陽光発電システム」0展示会…太陽光発電関連の研究機関及び企業の

活動紹介です。

●日時 :① 9月 19日 (日 )lo:00～ 12:00 ② 9月 19日 (日 )13:00～ 16:00

③ 9月 19日 (日 )～ 22日 (水 )10:00～ 17:00(22日 は13:00ま で)

●会場 :ロ イトン札幌 (中央区北1条西11丁 目 TEL 011-271-2711)

●申し込み :①は小学生とその家族、80組、②は200人です。国際プラザ
・コン

ベンションビューローまで電話でお中し込み下さい。先着順で、いずれも無料

です」こは自由参加です。

●問い合わせ先 :国際プラザ・コンベンションビューロー

TEL 011-211-3675(サ |｀ くヽ 9:()()｀ 17:3()‖

学園祭にきてください

●内容 :北海学園大学十月祭を行います。様々なイベントがあ
|,ま すので、お気軽にお越し下さい。

例えば
・100円 ジャンケン (9日 13:00～ 、10、 11日 14:00～ )・…各参加者は100円 で券を購入し、ジ

ャンケンに勝つ度に相手の券がもらえます。最終的に勝ち残った―人に、手にした枚数分相当

の賞品が与えられるという企画です。
。3on3大会 (10日 10:00～ )・…北海学園生がチームに一人でもいれば参加可能。年々盛り上が

りを見せている、十月祭恒例企画です。
・Mr獣 月祭 (11日 17:00～ )・…北海学園一の男を、様々な分野のゲームによって選ぶ企画です。

・99世紀末占いの砦…無料でタロット占いをします。

●日時 :10月 91」 (■ )ヽ 1叶 |(月 ・祝 )

●場所 :北海学国大学 豊平区旭町4「 |11-40
●問い合わせ先 :北海学欧1大学 I部 十月祭実行委員会 TEL oll-841-1161(内 線560,
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さつぱろ。こころの健康まつり

●内容 :社会的ハンデイを抱えた精神障害者や、環境に順応できずに不登校になる人たちが増え
ています。こういった方々に対する誤解や偏見があって、ご本人や家族の苦労は大変です。この
イベントを通して、少しでも精神障害者について知っていただきたいと考えています。お気軽に
ご参加下さい。
●イベント日時と内容 :

9月 11日 (土 )
10100～ 11:30 講演「豊かさの病理」。

講師は、精神科医の渡部正行氏 (北海道新聞にコラム連載中)。
13100～ 14:30 当事者や家族の体験発表「苦しんだこと、つらかったこと、そして今」
14:30～ 16:00 バンド演奏。出演は、回復者グループや協賛団体などです。
なお、サブ会場では、小規模共同作業所などの作品展示や喫茶コ
ーナー、体験コーナー (ス トレス耐久性チェックや心理テスト、ア
ルコールパッチテスト、こころの健康度のチェック)、 資料展示コ     = `
、こ̀―
ナー (精神保健福祉の現状を伝える資料など)を行っています。   、 B』  /′
●会場 :札幌 ||十 1会ネ||1祉総合センター (中 央区大通西 191¬―|)
●主催 。問い合わせ先 :

さっぽろ・こころの健康まつ 1,実行委員会
TEL/FAX011-281-7330

中央区北 1条西9丁 [| リンケージプラザ4階
札家連事務局内
●備考 :こ の実行委員会は、精神保健福祉に関心のある当事者、回
復者、家族、関係者及び市民によって構成されている任意のグルー

プです。

レインボーマーチに参加しませんか?

: ●内容 :レ インボーマーチは、今年で 4回 日になる開催です。これまでの日本社会で自分のセク
｀ ンヤリテイを隠して生きて来ざるをえなかった私たちが、このイベントを通 じて広 く社会に私た
ちが存在することをアピールし、多様な生き方を主張します。また孤立しているゲイやレズビア
ンなどのセクシャル・マイノリテイ (性的少数者)は 「君はそのままでいいんだよ」というメッ
セージを与えるためのイベントです。
もちろんセクシャル・マイノリテイだけではなく、私たちを応援 して下さる方なら誰でも参加
していただけるイベントですので、ぜひ私たちと一緒に歩いてください。事前の申し込みはいり
ませんこなおレインボーマーチ後、14:30か ら大通西6丁 目広場で「プライド集会」を催します。
こちらにもご参加 ください。
●日時 :9月 19日 (日 )12:00集 合 13:00ス ター ト ●集合場所 :大通公園西6丁 目広場
●コ…ス :大通公園 。すすきの周辺約4キ ロ

●申込 :必要ありません。直接会場にお越しください。
●問い合わせ :HSA札幌 ミーティング TEL&FAX 011-2423321

E―mail:hsa@cc.mbn.OLJp ホ~ム ページ http://Plaza12.mbn.orjp/～ hsa/
(手話通訳が必要な方は事前にお知らせください)

●備考 :HSA札幌ミーティングとは、グイやレズビアン、バイセクシュアルといったセクシャル
マイノリテイの、権利拡大や相互扶助を日的として活動しているNPO(非営利団体)グループです.
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ボランティア365(1年間ボランテイア計画)参加者ボ集

●内容 :1年間フルタイムでボラ活動を行うプログラムですD各参加者はひとつの「活動先」 |こ派遣
され、

地域の中で生活 しながら活動 します.活動先は、子どもの遊びや生活をサポー トする教育分野、高計者
の

生活を支える高齢者福祉分野、障害者の自立支援や生活支援など
の障害者福祉分野、地域づ くりに取

1)組

む団体などの地域振興分野、その他、病院、国際交流など様々な分野で活動し
ている全国各地の団体、機関、

自治体が活動先になります_参加期間中の経費についての負担はありません.住居や基本的な生活用品
は

活動先から提供され、月に一定額の生活費が支給されます =

●参加期間 :2000年 4月 11句 ～2001年 3月 上旬

●参加要件 :原則として18ヽ 30歳で、参加期間中を通して現住所を離れられる人|〕 未知の場所で社会に貢、

i状 し、1年間の生活に耐えられる情熱と意欲のあるノ、.,                        ~
●応募するには :1200円分の切

「
と、 1住所、氏名、年齢、職業、電話番号、ボランテイア365を 知ったき

っかけ』をお書き添えの上、資本1を 請求して下さい
―資本||[添付されている参力||||1込書と、応募 :l「務手数

潤 loo00円 を添えて、 11月 30日 (火 ,必着てお中し込み ドさいこ

●問い合わせ、資料請求先 :社団法人 11本青年奉仕協会 (JYVA)

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町3-1 国立オリンピック記念青少年総合セ
ンター内

TEL03-3460-021l FAX03-3460-0386 c― mailijyva@blue ocn nelp

●備考 :JYVAは 、1967年 に文部省認可の公益法人として創設された、民間ボラ
ンテイア活動推進機関です3

以来、国内外のボランテイアグループや団体、学校、企業、研究期間な
どと幅広ぃ不ットヮークを築き、

ボランテイアに関する相談、活動の場の提供、研究開発、出版活動、国際交流などを行
っていますこ

論文ボ集

●内容 :北海道レクリエ
~ン ヨン協会は、来年で50周年を迎えます.その節 11に 当たり記念誌の

発行を予定していまして、掲載する論文をボ集します。21世紀の活力ある北海道
を作るためにも、

道民 ^人ひとりが気軽」こレクリエ
~ン ヨンに親しめる環境つくりが必要です。高1輸化社会に対応

した、地域た1会でのレクリエ
~ン ヨンの収 1)組み、教育や健りltに ついての考え方、身近な活動な 、

どを含め、新しい世紀へ向けての願い、夢や希望、決意などをお待ちして
います_:      、,

●ボ集論文 :テ ーマは『21世紀へのレクリエーション活動』です。99年 12月 末口
までに、400字

原稿用紙15枚程度、縦書きでお願いします。最優秀論文に5万円、優秀論文に2万円
をさしあげます。

発表は2000年 5月 末ですこ

●問い合わせ・論文送り先 :北海道 レクリエーション協会事務局
TEL/FAX011-866-0979
〒003-0022 白石区南郷通 l)2丁 目南 10-10
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熱い思いを実現 したく、不登校低学年の家庭派
遣を5月 の連体明けに始めました。入念な準備の
上の活動です。質の高い意欲のあるボランティ
アさんにより、初対面から打ち解ける母子と充
実した時間を持ったことが手応えを感じました。
安心できる時点でボランティアさんに渡 し、家
庭とボランティアさんの連携になっていきます。
まだ始まったばかりですが、着実に継続 してい
ヽ

k
しいと思いますこ
海の会 TttL/FAX0134-32-7347 鈴木 )

●ボラナビ5月 25日 号に、運動会などのボラさ
んボ集を掲載 していただいたところ、予想以上
の反響で、スタッフは嬉しい悲鳴をあげています。
対応できる予定数を超えてしまい、残念ですが

お断りさせていただいた方もでてしまい、本当
に申し訳ありませんでした。あゆみの園では、
常時、在宅の方の通園活動のボランティアさん

をボ集 しています。よろしくお願いします。
(あ ゆみの園 TEL011-881-0201)

●ひまわり号の掲載、ありがとうございました。
早速問い合わせが来ています。ボランティアを
したい人とボランティアの手を借りたい人とを
結ぶボラナビの役割は本当に大切だと思います。
ボラナビの更なる発展を期待 しています。
(ひ まわり号 本L幌実行委員会 )

●以前、ボランティアをボ集する側としてボラ
ナビにお世話になりました。今は退職 し、ボラ
ンティアをする側になっています。する側に立ち、
継続性が必要と感じています。それは、する側、
される側 ともども (利用者や職員も含めて)互
いに感謝 しあい、人としてつながっていくこと
なんでしょうね。まずは無理をせずに、人のため、
それ以上に自分のためとしてボランティア第一

歩を踏み出してみることを、読者の皆さんにお
すすめしたいです。よりよい社会づくりをして
いきませんか ?

(読者の方からのお便り)
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●ボラナ ビ

にボ集 を載
せた本人が

驚 くほどの

反響があり、

嬉 しいや ら

忙 しいや ら
の毎 日で し

た。 これだ

けの人々の

仙
台
の
情
報
誌

「杜
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」
に
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チャイル ドラインは、13年前にイギリスで始まりました。フリーダイヤルで
かけてきた子どもに、研修を受けたボランティア相談員が電話に応じます。こ
のチャイル ドラインの基本は、子どもの話をよく聞くことです。自主性と主体
性を大切にして、決して「～をしなさい」と押しつけないこと。子どもの話に
根気よく耳を傾けながら、慎重にいくつかの選択肢を示していくだけのものです。
日本でも今年の2月 末、2週間という期間限定ではありましたが、東京で「せ
たがやチャイルドライン」が実施されました。事前に研修を受けた50人の相談
員が、交代で24時間の電話相談を受けました。相談は2週間で1253件 あったそ
うです。「やはり子ども専用の24時間電話相談機関は必要である」という思い
を強くしました。
私は、子ども会や子ども劇場など、子どもにかかわる活動を長くやってきま
したが、時として子ども不在の運営になりがちなのが気がかりで、子どもたち
の本当の思いを聞くシステムが必要だと感じていました。そこで仲間と、今年
3月 から子どもが生き生きできる環境づくりのためにチャイルドライン開設ヘ

向けての学習会を始めました。
チャイル ドラインの開設時期は未定ですが、普段から子どもが自由に安心し
て話せる場になるといいなと思っています。
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運び屋を初体験

飛んでけ車いすボラ体験者 」哺ホ 博 さん
ボラナビでは、読者の方からエッセイをボ集しています。ボランティアに関するあんなこと

こんなことを、600字くらいにまとめて送つて下さい。お待ちしています.

現地の空港に着いて荷物がなかなか出てこないc:荷物というのは「車いす」のことである
_

自分たちの荷物が全部出てきたのに、肝心の車いすが出てこないのである=.「てくる荷物

が他になくなって不安に思っていると、係りの人が「車いすをお待ちですか
?」 という

=

見ると車いすはすでに出日の近いところに運ばれている。「イヤー、これは私共が運ん
で

いるんですょ」というと「あ、すみません、誰かが使われるんだと思って運んでおきました」

とc車いすは気を利かして、座る人を早くから待っているのだった。なるほど、車いすは

みんなに注日され、特別扱いのようだった。

荷物を引き取ってからの車いすは大変便利だった。l司伴の家内と私の重
い荷物などをそ

っくり車いすに乗せて運ぶことができて助かった。ところが空港から乗用車にのるとき、

車いすが大きくて私共の荷物と一緒には中の トランクに人らない。人を乗せな
いわけにも

いかず荷物を積まないわけにもいかず困っていると、出迎えてくれた方が、〕'め
の連絡で

車の屋根に乗せる台と組を用意してくれていたのだった ,Fいすは11のサi:根の 11に 乗って

夜の町を涼しそうだった ,

翌日、車いすは無事スリランカのベラデニア大学歯学部病院にお渡しした=そのとき新

品の車いすをもらったといってみんな大喜び。実は家内が札幌で卓いすを引き取って
から

何度も洗いきれいに磨きをかけてくれたのだった。

車いすはみんなの小さな親切で現地の人たちに大変喜んでいただいた。それだけでなく

車いすも幸せそうだったし、運び屋の初体験は大成功だった。
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繭しもヽ轟会ξ`ど鬱奪くな畿罐琴、鸞れが書な ? 個匡菱匿買ヨコ∋
ボラナビ倶楽部宛てに、郵送・Eメ ール

FAXの いずれかで名前・所属・電話
千ケ」をご連絡 |・

=い

第7回 9月のボラナビの集い な

●日時:9月 19日 (||
13:3()ヽ 15:30

●場所 :環境サポートセンタ
~1北区北7西5 本L帆 丁代田ビルlF,

●会費 :500円 (お 菓 r・飲み物付き)
〓
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このコーナーは、スタッフが持ち回りで担当。

それぞれのポラナビ体験をご紹介します。

誌
面
制
作
担
当
て
す
‐
最
近
の
こ
と
を
文
字
文
字
〓

１１１
今
、
ち
ょ
っ
と
欲
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
．Ｌ
フ
ロ
ツ
グ

マ
ン
・マ
ッ
ド
ド
ッ
グ
・
ェ
ク
ス
ヘ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・モ
デ
ル
」
ｔ
今

さ
ら
な
が
ら
の
Ｇ

シ
ョ
ッ
ク
で
す

バ
ン
ド
に
「０
⊆
Φ
∽
（

一ｏ
ヽ
＾
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ｏ
三
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Ｑ
ｏ
Φ
「
三
∽ヽ
〓
ｏ
ヽ
と
く
Φ
ユ
ｃ
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」
と
書
い
て
あ

る
か
ら
欲
し
い
―
知
識
の
探
求
、
冒
険
へ
の
渇
望
と
い
う

意
味
で
、
そ
れ
を
身
に
つ
け
た
自
分
を
想
像
す
る
と
、
と

て
も
格
好
良
い
人
に
思
え
る
の
で
す
ぅ
物
に
執
着
す
る
人
は
、

人
間
関
係
が
稀
薄
だ
っ
た
り
、
自
分
に
自
信
が
な
い
人
だ

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
「．私
も
そ
う
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
．

う
―
ん
，
お
金
が
無
い
か
ら
悩
む
こ
と
も
な
い
か
―
．

２
川
の
イ
ベ
ン
ト
お
手
伝
い
が
続
い
て
い
ま
す
〓
八

月

七

日
は
、
「
月
寒
川
に
ぎ
わ
い
川
ま
つ
り
」
に
行
っ
て
き
ま

し
た
ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
百
名
以
上
で
、
親
子
二
百
人
以
上

の
参
加
が
あ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

当
日
は
、
最
近
の
子
ど
も
は
、
外
で
遊
ば
な
い
、
遊
べ
な

い
と
い
う
固
定
観
念
が
ぶ
っ
と
び
ま
し
た
．
魚
と
り
を
す
る

は
ず
が
、
じ
や
ば
じ
や
ば
と
泳
ぎ
出
す
子
ど
も
や
、
川
岸
か

ら
川
に
飛
び
込
む
子
ど
も
達
が
続
出
の
一日
で
し
た
。
ま

だ
ま
だ
、
札
幌
の
子
ど
も
に
も
野
性
が
残
っ
て
い
る
な
、偉

い
ゾ
っ
て
感
じ
で
す
．

で
も
、
一番
偉
い
の
は
、そ
ん
な
子
ど
も
達
の
所
業
を
許
し
、

ニ
コ
ニ
コ
と
見
守
っ
て
い
た
お
母
さ
ん
達
。
僕
が
想
像
し
て

い
た
「
汚
れ
る
か
ら
ダ
メ
ー
」
っ
て
い
ぅ
お
母
さ
ん
で
は
な

く
て
、
こ
れ
ま
た
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
ョ
＾

３
つ
い
で
に
、
僕
が
積
極
的
に
関
係
し
た
、
七
月
二
十

一

日
の
「真
詢
内
川
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
」
の
報
告
も
ｃ
川
は

増
水
し
て
立
入
禁
上
の
上
、小
雨
交
じ
り
の
当
日
で
し
た
が
、

親
子
で
百
五
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
し
好
天
に
備
え

集
ま
っ
て
く
れ
た
百
八
十
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、
や
る

こ
と
が
な
か
っ
た
方
も
い
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
八
月
九
日
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
の
「
ム
ー
ラ
ン
」
を
ビ

デ
オ
で
観
た
。
あ
ま
り
の
深
さ
に
、
涙
が
出
そ
う
に
な
つ
ち

や
つ
た
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
好
き
に
悪
い
人
お
ら
ず

（僕
は
別
）
。
い

つ
ま
で
も
こ
う
い
う
感
性
っ
て
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

０
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本

「
子
ど
も
に
ウ
ケ
る
科
学
手
品

７７
」
を
買
い
ま
し
た
。
火
花
が
散
る
ア
ル
ミ
缶
な
ど
、
興
奮

の
連
続
間
違
い
な
し
。
今
度
、ど
っ
か
の
子
ど
も
に
ウ
ケ
て

み
よ
う
っ
と
ｃク

ネ
レ
ン
ジ
ャ
ー
／
ク
ネ
レ
ッ
ド
　
（自
営
業
）
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ボラナビの主な配付先

ボラナビは毎月2511に 発行し、各所で無料配布しています
=

(問い合わせの多い大通り、本LIII見 ,駅近辺のいくつかには住所もlIIい ています )

●札幌市内と近郊の大学・専門学校●

大谷短期大学、札幌医科大学 (本屋 )、 北海道女

子大学、札幌学院大学、札幌国際大学、天使女子

短期大学、藤女子大学、北海道文教短期大学、北

星学園大学、北海学園大学、北海道医療大学、札
:l晃福祉専門学校、北海道芸術デザイン専門学校、

北海道医薬専門学校、北海道大学、北海道教育大学、

小樽商科大学

●スーバ…●

北雄ラノキ~、 ス~パ ~JOY、 札幌東急ス トア、
、、ホクレンンヨツプ・ホクレンディスカウントショ

L′ップ、コープさっぽろ、SEIYU <以 上のスーパ~―
の市内全店>、 札幌フードセンター (平岸、元町、

澄川、北、新道、篠路、豊平、琴似、菊水、森林
公園、カスタムー東苗穂、月寒中央 )、 マックス
バリュー厚別

●書店●

本の岩本 市内全店、紀伊国屋書店 市内全店と
小樽店、くすみ書房、ダイヤ書房 (北 25東 8、 発

寒14条 3丁 目、川沿1条 1丁 目)、 ピヴォブックセ
ンター (南2西4ピ ヴォ6階 )
●レンタルビデオ店●
TOWA・ フォレステ~ン  市内全店 、TSUT
AYA(北 14束 6、 北3西 28)
●CD店●
VRGIN NttGA STORE(南 1西3ラ・ガレリア地下1階 )

今月の要紙のイラストは、
くちυろみ/′ デザイナー>こんの作品です。

ボラナビでは、
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●映画館●

松竹、 SY遊楽、札幌劇場、シアターキノ、東宝
公楽、東映劇場
●銀行●

札幌信用金庫 札幌市内と近郊全店、北海道銀行
札幌市内と近郊全店
●病院●

手稲渓仁会病院、北海道循環器病院、市立札幌病
ルt

●飲食店●
||∫否茶fi官  市内7店舗、その他
●その他●

北海道環1).1サ ポー トセンター 1北 7西 5)、 朝 ||カ
ルチャーセンタ~(北 2西 1)、 札幌国際ブラザ 1北
1西 31、 北海道電力 (株 )市内全営業窓 ||、 琴似
|1食 コンカリーニョ、道新文化センター (人通 |,

西3)、 ライラックパセオ、 JTイ ノフオブラザ (南
2西 3)、 さっぽろ村コミュニテイエ房、JR琴似駅

●市内公的施設●
70カ 所 (区役所、図書館、地区センター、市民活

動プラザなどに配布をお願いしています |

from volunavi
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何
時
間
も
か
け
て
選
び
、
買
っ
た
服
の
入

っ
た
袋
を
、な
ん
と
デ
バ
ー
ト
の
お
手
洗
い
に

置
き
忘
れ
ま
し
た
。
気
づ
い
た
の
は
１０
分
後
ｃ

半
狂
乱
に
な
っ
て
（笑
）
慌
て
て
戻
っ
た
け
ど
、

跡
形
（あ
と
か
た
）
も
な
く
ｉ
ｃ
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
や
警
備
の
人
に
問
い
合
わ
せ
て
も

届
い
て
な
い
と
の
返
事
し

帰
ろ
う
か
と
思
い
つ
つ
、
あ
き
ら
め
き
れ

ず
に
、
も
う
一度
お
手
洗
い
に
戻
っ
て
探
し

ま
し
た
〓
個
室
一戸
一戸
だ
け
で
な
く
、掃
除

ロ
ッ
カ
ー
も
開
け
た
と
こ
ろ
…
な
ん
と
、
あ

り
ま
し
た
ｃ
掃
除
の
方
が
、
後
で
届
け
よ
う

と
保
管
し
て
く
れ
て
た
の
か
な
？
置
き
手

紙
を
し
て
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
が
、
非
常
に

疲
れ
た
出
来
事
で
し
た
ｃ

（も
り
た
ま
）
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・ボラナビを定期的に欲しい方、お申込下さい。

「
:希 マ4じ ')プリは、 1「|:||[1プ」tiム月1利 tilll:|り l・ 1ヽ 71 ・lLIFIII

喬サー 4望 吉|:放 をお ||::き 添オの |、 3o()()|ll t´ ホラ十
1`の

|||′ |`|二 お11(|サ サ|ムみくださ|、 ヽ||||ヤ
li喬
:)」
|よ」|を終 ＼́

――ジにル)、 ,ま す. 6カ 月llllお ||||け |ン ま十 1:,I放「||:致

おキil lすできますの
~ご
、 キ1-――クルや

`,1:|た '||1立
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にこ利‖|ド きい_
。「月刊ボラナビ」バックナンバーさしあげます。
バ ,'ク ナンバー 1古い写り も配送します :創刊号
と3号 |ま異切れてしまいました1 ,III振込用紙に住
所・氏名・電話番十 希望する号二部数をお言き添
えの 11、 ホラ十ビの|1座 にお振 |'込みください .企

額は一おまかせ |´ ます|.
。「月刊ボラナビ」に広告を載せませんか?
ホラ十ビで|ま広 II「掲載を始め :II´ た :従 1セ ン千

1ザ:13セ ン千で 6カ |||で 1 11版 |ヽ 制作費込み・ I'|
円ホラナピ|´への|:″賛の意味が強く、 1ヽ11は 片 li高
めに設
′
走させて贖いています .`ヽ 業のノJlllま 負|||を

おかけしますが、このほうか広 ||「の数が限られ、||
↓:ち ま■
~11与
lit4望の|なはごi:L'絲 ドitヽ_

■「月刊ボラナビ」は毎月25日 に、2万5千吉Б発イ千している
ボランティアと地域活動の情報誌です1‐ 札幌市内の大学、
書店、スーハー、社会福祉協議会などを中心に、350カ所で無沐斗酉己布してし ます
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バ汁 ビ

協賛してくださった方 (々順不同)

・株式会社ホクレン商事 様
・住友石炭鉱業 (JOYスーパー)様
・北海道 :L質コンサルタント株式会社 様
・北雄ラッキー株式会社 様
・城宝 和茂 様
・進藤 芳彦 様
。日本ポラロイド株式会村l 様
・株式会社ヮークボックス 様
・サポガイ企画担当スタッフー同 様
・株式会社リクルート北海道じゃらん 様
・北洋銀行 様
・真屋 幹雄 様
・生活クラブ生活協同組合 様
・札幌信用金庫 様
・株式会社あるた出版 様
・札11きすすきのライオンズクラブ 様
・織Hl 元樹 様
・株式会社 大元 様
・札幌中央郵便局 様
・ほくでんぼるねっと 様
(北海道電力内ボランティアサークル)

・中道リース株式会社 様
・北海道紙商 11株式会社 様
・富 lf火 災海上保険株式会社 様
・富士火災ふれ愛倶楽部 様
。赤帽北海道事業本部 様
・幡本印刷 株式会社 様
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イラスト:やましたやひろさん

協賛協力のお願い

ボラナビの発刊は企業・グループや個人からの500円からの協賛金でまかなっています。1万円協賛いた

だいた社 (方 )の名前は誌面で紹介させてぃただいてます。継続的な御協賛をお願いします(数号分まとめ

ての振込みも可能です。政治や宗教団体などは、お断りさせていただく場合があります)。

■郵便局口座番号 :02700-1-5671

■北洋銀行日座名 (普 ):札幌駅北口支店 123-0118625 (ご連絡先をボラナビにお伝え下さい)

■北海道銀行日座番号{普 ):札幌駅北回支店152-0816050(ご連絡先をボラナビにお伝え下さい)

■加入者名 :ボラナビ倶楽部

情報提供のお願い

ボランティア募集やイベント情報をお待ちしています。主旨と内容、日時、場所と交通、連絡先、その他を

明記し、郵送・FAXまたはEメールでお送りください (Eメールだと嬉しい|)。 掲載料は無料です。読者の声

等への投稿もお待ちしています (発行日ひと月前までにお願いします)。 なお、送られた原稿はス
ペースの

関係等により、主旨をそこなわない範囲で書きなおす場合があります。あらかじめご了承ください。

‐  ヽ      _“ L

」リ ビ
¬肇1)轟卜
‐ホームベージアドレス
http://www infosnow ne」 p/´ volunavi′

メールアドレス

volunavi@mb lnfOSnOW ne lp

月刊 ボラナビ

■発行:ボラナビ倶楽部

〒ool-0011 札幌市北区北11条西4丁目1-29

北海道NPOサポートセンター内 (南向き)

FAX専用:011-716-2899(電話はかかりません

|1発行日:1999年 8月 25日

■定価 :無料

■代表:森田麻美子

■印刷所:幡本印刷株式会社
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